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カリモク家具株式会社

パッケージ活用でも柔軟な帳票出力、表現したい帳票が出せる
帳票移行診断サービスの利用で、帳票開発の敷居がぐんと下がる

ビジネスに合わせたシステムに、IBM System i専用基幹帳票システムを実装
SVF for System i ＜拡張版＞で一極集中管理が可能に

カリモクは日本を代表する家具ブランド

ぬくもりのある木を素材に、品格あるデザインで
作り上げられたダイニングテーブルやリビングソフ
ァなどの数々は、いつかは手に入れたい家具調度
品として広く認知されており、カリモク家具といえ
ば、木製家具でシェア No.1の文字通りトップブラ
ンドだ。カリモク家具は資材会社、製造会社、販
売会社からなるカリモクグループが提供している。
その中心的存在であるカリモク家具株式会社は、
拠点を愛知県知多郡東浦町に置き、本社機能とと
もに応接セットやベッドなどの製造も担当してい
る。

変化に合わせたシステム基盤の見直し 
パッケージを補完強化する帳票出力

カリモクグループで生産管理システムの再構築
が本格化したのは、ホストコンピュータに IBM 
AS/400を導入した1993年。グループには資材・
製造を担当する会社として11社 11工場が存在す
るが、それぞれ独立してバラバラだった生産管理シ
ステムを共通化し業務の効率化をはかった。

2000 年ごろにはひとつの転機を迎える。大量
生産からカスタムオーダーの時代が到来し、家具
業界を取り巻く事業環境に大きな変化が生まれ
た。同社でも事業構造の見直しと戦略の転換を図
った。エンドユーザーにカリモク家具を直接に知っ
てもらうためにショールームを全国に展開したのに
あわせ、顧客の要望を取り入れて短納期で BTOす
るセミオーダー家具の強化など、数多くの施策を打
ち出した。

この業務改革を実現する基幹業務システムにパ
ッケージ ERP 製品を選択し、購買管理、生産理、在
庫管理などを再構築した。集中管理を目指してミッ
ドレンジサーバー IBM System i（以下 System i）

をたてて、2002年 3月に11社 11工場（当時）を
一体化して管理する新システムが稼動し、業務プ
ロセスを一気に標準化、合理化することになる。

ウイングアーク テクノロジーズの帳票基盤ソリ
ューション Super Visual Formade（以下 SVF）
が同社へ最初に導入されたのは、この業務改革プ
ロジェクトが推進された時期だった。パッケージ
ERPを採用したものの、そのままでは期待する帳
票が出力できなかったためアドオン開発が必要に
なった。情報システムグループは、高い帳票出力機
能がありながらも、システム運用に人的負荷の少な
い集中管理ができる外出しの帳票システムの導入
を決めた。SVF の導入により製造指図書や納品
書、注文書また在庫管理用の特大バーコードの出
力など、System iだけではできないさまざまな機
能を持った帳票の出力が実現した。

System i を活かした帳票運用の再統合 
内部統制を視野に入れた一極集中管理

2006 年、同社では工程スケジューリングや需
要予測などの専用サーバー群（Windows NT環境）
をリプレイスするのに合わせ、システムに新しい価
値を加える改善に着手した。System iからの帳票
出力にも改善がはかられる。

①エミュレーターからのオンライン印刷
② FAX 連携
③スプール管理
④ PDF 作成とアプリケーション連携による
　メール配信
などが要件としてあげられたが、今後の事業には

帳票文書の厳密な管理運用も避けて通れない課
題となっていた。

カリモク家具株式会社 生産統括センター情報
システムグループグループ長 柘植 敏彦氏は、「現
在の System i 上で、業務プロセスに欠かせない基
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●事業構造の見直し
●業務改革に伴う基幹システムの再構築
●生産管理システムの共通化応

導入背景 導入ポイント
●帳票機能の一極集中管理
●業務にあわせた多彩な帳票出力
●メンテナンスに負担をかけない開発

工程

カリモク家具株式会社
設立：昭和 22年（1947年）2月
所在地：愛知県知多郡
事業内容：木製インテリア家具の製

造。本物の木の家具には、温もりが
ある。優しい肌触りの木肌、美しい
木目には、心を癒してくれるチカ
ラがある。「100歳の木を使うな
ら、その年輪にふさわしい家具を
つくりたい」というのがカリモク
家具のこだわり。同社は木と語り
合いながら“お客様に愛される家
具”を創造し続けている。

URL：http://www.karimoku.co.jp/

導入効果
●帳票開発工数を大幅削減
●ユーザーが使いやすい高機能帳票
●内部統制への対応



幹システムの帳票系機能を最適化すると同時に、
内部統制強化の観点からはセキュアでアクセス権
限やアクセス履歴を管理できる、適切な改善をは
かる必要がありました。この要件をスクラッチで作
り込まず、はやく手軽にしかもメンテナンスに負荷
をかけないような開発バランスで解決をはかろうと
考えました」と語る。

また、同センター情報システムグループ係長 村
井 弘則氏は、「System iの帳票出力では通常はク
ライアント PC の上で稼動するプリンターセッショ
ン機能を利用しますが、そうするとそのクライアン
トは一日中ログオンしたままという運用になってし
まいます。セキュリティを考えると、できればこれは
避けたい。System iからの帳票出力をすべて
SVFに渡してしまえればこれが解決します。SVF 
for System iを採用することで、今までの仕組みを
大きく変えずにその環境が実現できたと思っていま
す」と話す。

実装したのは、SVF for System i＜拡張版＞。
オフィスプリンターへの汎用的な印刷と PDF 出力
が可能で、文書中心のスプール管理のほか、用紙
切り替えメッセージやクライアント単位の印字位
置調整・ユーザーによるスプールの機密保護・ユ
ーザーカウントの機密保護など、全社帳票文書の
一極集中管理が実現できる。利用部門もブラウザ
ベースで、権限にしたがって必要な文書を参照して
印刷要求がかけられる仕組みだ。

村井氏は、「70台のプリンターを接続するとなる
と、どのベンダーからも３台くらいの帳票サーバー
がいるといわれます。しかし今度の SVF では１台
で実現でき、これまであったクライアントの制限や
プリンターの台数制限も解消されました。ユーザー
が使用するブラウザの画面もわかりやすくて高機
能ですね。そのためか、ユーザー部門はシステムが
変わっても混乱もなくごく自然に利用できています。
以前よりも印刷がスムーズに出るようになったと思
っているようですね」という。

SVF で利用した帳票診断サービス 
移行期間１カ月で立ち上げ

移行にあたって、同社はウイングアーク テクノロ
ジーズの技術支援サービスを利用した。村井氏は、

「従来は System iと SVF の間にデータ転送ツー
ルを使用していましたが、今回の移行ではそれがあ
りません。これまでの AS/400や System iでの
構築実績のノウハウをたくさん持っていると見え、
“ここはこうした方がいい” と随所で的確なアドバイ
スをもらうことができました」と感想を語る。

移行診断サービスは、プログラムを変えずにモジ
ュールによる既存の帳票生成と、導入する SVF 
for System i＜拡張版＞による生成とを照合分析
して問題点と解決を明らかにするものだ。このおか
げで、人手がない中で１ヶ月での立ち上げを実現、
サービスインに間に合わせている。

移行診断をやり取りするなかで、村井氏は新た
な発見をしている。それは SVF for System i＜拡
張版＞への連携に System iの簡易レポート作成
ツール QUERYを利用することだ。帳票化したい
データを抽出したファイルを作成すれば、それを
SVF for System i＜拡張版＞に汎用的に取り込
める仕組みが QUERYを利用してできあがった。
これによりこれまでのデータ転送ツールを使用す
る方法に比べて開発作業がはるかに簡単になっ
た。「System iと帳票サーバーの両方にデータ転
送の設定をして…というような作業なしに、ただ必
要なデータを抽出するだけで高機能な帳票が実現
できます。帳票開発の敷居は、以前と比較になら
ないほど下がりました」と村井氏は話す。

今後は村井氏の構想にしたがい、今はまだ残っ
ている System iの機能だけで出力している単純
帳票も、2007年度中に SVF for System i＜拡
張版＞に集約、一元化していくという。
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導入製品
SVF for System i ＜拡張版＞
IBM System i 環境で、帳票運用の一
元化を実現し、業務の効率化や生産
性を高め、帳票開発の工数最短化や
短期導入をはかる帳票パック製品。標
準版の機能に加えて、スプール管理機
能を搭載し帳票運用の集中管理を実
現

CA0022-4000-A-07.10-CR
3000-D-11.02-TC
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Query印刷指示とSVFサーバー連携命令を含むCL
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ファイルインターフェイス
帳票出力自動実行

PDF生成
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ユーザー管理
ログ採取
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帳票サーバー
SVF for System i＜拡張版＞

資材3社3工場
製造8社8工場
資材3社3工場
製造8社8工場

■帳票サンプル
バーコードを含め思いどおりの帳票
が自在に出力できる


